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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 53,487 9.0 1,342 69.4 1,326 80.7 727 57.7

2025年３月期第３四半期 49,055 3.4 792 △7.1 734 △10.8 461 36.0

（注）包括利益 2026年３月期第３四半期 126百万円（△72.0％） 2025年３月期第３四半期 449百万円（△47.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 536.89 －

2025年３月期第３四半期 340.43 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第３四半期 50,165 15,608 31.0 11,478.00

2025年３月期 48,827 15,594 31.8 11,473.55

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 15,542百万円 2025年３月期 15,537百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 40.00 － 40.00 80.00

2026年３月期 － 40.00 －

2026年３月期（予想） 40.00 80.00

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 70,500 6.8 1,350 9.8 1,340 15.9 750 62.6 553.85

１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 1,383,310株 2025年３月期 1,383,310株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 29,156株 2025年３月期 29,073株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 1,354,223株 2025年３月期３Ｑ 1,354,282株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用に当たって

の注意事項等については、添付資料Ｐ.４「１．経営成績等の概況 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する

説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(1）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業業績を背景に雇用・所得環境の改

善が進み、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、継続的な物価上昇に伴う

消費者マインドの低下に加え、米国の関税政策や地政学リスクの高まりによる影響が懸念されるな

ど、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループが属する物流業界におきましては、人件費をはじめ各種コストが上昇する一方で、

国内貨物の荷動きは全般的に伸び悩んでおり、取り巻く環境は厳しいものでありました。また、法

改正により規制的措置が強化され、さらに業界再編の動きが活発化するなど、人手不足への対応や

構造的な問題の改善に向けた取り組みが加速しております。

このような状況の中、当社グループは、中期経営計画（2023年度から2025年度まで）においてテ

ーマとした「環境変化に適応した強固な体制づくり」「適切な利益を安定確保できる収益構造の確

立」「社会課題解決への貢献」に取り組んでまいりました。

国内におきましては、得意先との取引深耕や料金交渉に継続して取り組むとともに、得意先ニー

ズの変化に応じた拠点展開を実施し、既存事業の強化を図りました。加えて、新たな収益を確保す

るため新規得意先の獲得に向けて営業活動を推進いたしました。さらに、新設した当社最大規模の

拠点「ふじみ野営業所」（埼玉県ふじみ野市）の円滑な立ち上げに注力いたしました。

海外におきましては、情勢や経済状況を踏まえ、拠点統廃合等の実施により営業体制を見直した

ほか、各進出地における国内需要の着実な取り込みを推進し、収益の安定化を図りました。また、

政策等の影響を受けインドシナ半島地域内の国際陸上輸送貨物が停滞する状況に対応しながら、輸

送需要の新規開拓を進めました。

これらの取り組みにより、営業収益につきましては、前連結会計年度に受託した業務が好調に推

移しセンター事業が拡大したこと、アセット事業において、新たな保管貨物の獲得や得意先の在庫

量増加により、既存拠点の倉庫稼働率が高い水準を維持したこと、さらに新設拠点が稼働を始めた

ことなどから、増収となりました。利益面につきましては、営業収益の拡大に伴う利益の増加に加

え、作業効率の向上や料金改定の効果等により収益性が改善したことなどから、増益となりまし

た。

その結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は534億87百万円（前年同期比9.0％増）、営業

利益は13億42百万円（同69.4％増）、経常利益は13億26百万円（同80.7％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は７億27百万円（同57.7％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①貨物自動車運送事業

得意先の輸送需要に応え取引が拡大したことに加え、新規輸送案件の獲得により貨物輸送量が増

加したこと、運送コストの上昇に対して料金改定による収益改善効果があったことなどから、増収

増益となりました。

その結果、営業収益は、199億36百万円（前年同期比2.6％増）、セグメント利益は、14億94百万

円（同0.8％増）となりました。

当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の37.3％を占めております。

②センター事業

前連結会計年度に受託した物流センター業務が好調に推移したほか、得意先の事業拡大に伴い入

出荷作業量が増加したこと、また作業生産性の向上に取り組み、倉庫内作業の効率化やオペレーシ

ョンの安定化が進んだことなどから、増収増益となりました。

その結果、営業収益は、137億32百万円（前年同期比19.2％増）、セグメント利益は、８億11百万

円（同44.2％増）となりました。

当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の25.7％を占めております。
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③アセット事業

新たな保管貨物の獲得や得意先の在庫量増加により、既存拠点の倉庫稼働率が高い水準を維持し

たことに加え、前連結会計年度に開設した拠点および新設拠点の稼働開始に伴い貨物保管量が増加

したことなどから、増収増益となりました。

その結果、営業収益は、147億81百万円（前年同期比13.2％増）、セグメント利益は、11億19百万

円（同59.9％増）となりました。

当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の27.6％を占めております。

④その他事業

構内作業請負事業や人材派遣事業は収益が増加したものの、ベトナムにおける旅客自動車運送事

業が伸び悩んだこと、大口のスポット取引があった前年同期に比べて物品販売事業が縮小したこと

などから、減収減益となりました。

その結果、営業収益は、50億37百万円（前年同期比0.0％減）、セグメント利益は、６億77百万円

（同8.6％減）となりました。

当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の9.4％を占めております。

(2）当四半期の財政状態の概況

(資産)

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、現金及び預金が２億42百万円、その他流動資産が１億

26百万円減少したものの、受取手形、営業未収入金及び契約資産が８億25百万円増加したこと等に

より、４億51百万円増加し、164億94百万円となりました。固定資産は、前連結会計年度末に比べ

て、無形固定資産が１億55百万円減少したものの、土地が７億21百万円増加したこと等により、８

億86百万円増加し、336億71百万円となりました。この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて13

億38百万円増加し、501億65百万円となりました。

(負債)

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、その他流動負債が７億46百万円増加したものの、短期

借入金が12億35百万円、賞与引当金が２億54百万円減少したこと等により、７億71百万円減少し、

175億99百万円となりました。固定負債は、前連結会計年度末に比べて、リース債務が３億64百万円

減少したものの、長期借入金が25億３百万円増加したこと等により、20億96百万円増加し、169億57

百万円となりました。この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて13億24百万円増加し、345億

56百万円となりました。

(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、為替換算調整勘定が６億２百万円減少したものの、

利益剰余金が６億18百万円増加したこと等により、13百万円増加し、156億８百万円となりました。

- 3 -

日本ロジテム㈱（9060） 2026年３月期　第３四半期決算短信



営業収益 営業利益 経常利益

親会社株主に

帰属する

当期純利益

１株当たり

当期純利益

前回発表予想（A）
百万円

70,500
百万円

1,200
百万円

1,100
百万円

650
円 銭

479.98

今回発表予想（B） 70,500 1,350 1,340 750 553.85

増減額（B）－（A） 0 150 240 100

増減率（％） 0.0 12.5 21.8 15.4

(ご参考)前期実績

(2025年３月期)
66,001 1,228 1,156 461 340.58

(3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向等を踏まえ、2025年11月11日に公表いたしました2026年３月期の連結業績予想を

以下のとおり修正しております。

１．2026年３月期通期連結業績予想の修正

（2025年４月１日～2026年３月31日）

２．修正の理由

営業収益につきましては、概ね計画どおりに進捗していることから、前回発表予想を据え置

いております。利益面につきましては、新設した当社最大規模の拠点が2026年１月より全面稼

働となり、同拠点の今後の業績動向等に不確定要素があるものの、当第３四半期連結累計期間

の実績が前回発表予想を上回ったことを踏まえ、通期の業績予想を上方修正しております。

※上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。

実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,463,689 4,221,596

受取手形、営業未収入金及び契約資産 8,471,815 9,297,626

リース投資資産 553,078 547,127

その他 2,563,506 2,437,366

貸倒引当金 △9,970 △9,699

流動資産合計 16,042,119 16,494,016

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,979,914 5,096,384

土地 6,649,502 7,371,104

リース資産（純額） 3,998,988 3,688,474

建設仮勘定 693,635 44,380

その他（純額） 2,414,689 3,499,292

有形固定資産合計 18,736,730 19,699,636

無形固定資産 1,632,970 1,477,858

投資その他の資産

敷金及び保証金 7,506,815 7,512,179

その他 4,959,008 5,030,574

貸倒引当金 △50,365 △48,858

投資その他の資産合計 12,415,458 12,493,895

固定資産合計 32,785,159 33,671,389

資産合計 48,827,278 50,165,406

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 3,408,260 3,379,535

短期借入金 10,038,297 8,802,892

賞与引当金 451,516 197,395

その他 4,473,186 5,219,611

流動負債合計 18,371,261 17,599,434

固定負債

社債 500,000 400,000

長期借入金 7,778,429 10,281,738

リース債務 3,479,926 3,115,395

役員退職慰労引当金 268,789 290,021

退職給付に係る負債 316,046 338,867

資産除去債務 637,866 745,126

その他 1,879,973 1,786,341

固定負債合計 14,861,030 16,957,490

負債合計 33,232,291 34,556,924

純資産の部

株主資本

資本金 3,145,955 3,145,955

資本剰余金 3,190,072 3,190,072

利益剰余金 7,249,012 7,867,740

自己株式 △92,607 △92,998

株主資本合計 13,492,433 14,110,769

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 207,109 275,988

為替換算調整勘定 1,043,261 440,744

退職給付に係る調整累計額 795,108 715,473

その他の包括利益累計額合計 2,045,479 1,432,206

非支配株主持分 57,075 65,506

純資産合計 15,594,987 15,608,482

負債純資産合計 48,827,278 50,165,406
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

営業収益 49,055,367 53,487,050

営業原価 45,567,355 49,383,019

営業総利益 3,488,011 4,104,030

販売費及び一般管理費

人件費 1,576,363 1,557,206

その他 1,119,083 1,204,580

販売費及び一般管理費合計 2,695,447 2,761,787

営業利益 792,564 1,342,243

営業外収益

受取利息 16,064 29,866

受取配当金 15,509 17,610

受取手数料 8,197 8,172

持分法による投資利益 27,832 50,618

リサイクル材売却益 20,961 41,474

その他 33,389 33,323

営業外収益合計 121,954 181,067

営業外費用

支払利息 147,570 190,230

その他 32,664 6,086

営業外費用合計 180,234 196,316

経常利益 734,283 1,326,994

特別利益

固定資産売却益 37,576 39,432

その他 1,186 8,588

特別利益合計 38,762 48,021

特別損失

固定資産除売却損 5,313 319

減損損失 11,999 195,282

特別損失合計 17,312 195,601

税金等調整前四半期純利益 755,733 1,179,414

法人税、住民税及び事業税 198,416 492,181

法人税等調整額 92,091 △46,782

法人税等合計 290,507 445,398

四半期純利益 465,226 734,015

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,185 6,949

親会社株主に帰属する四半期純利益 461,040 727,065

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

四半期純利益 465,226 734,015

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,511 66,901

為替換算調整勘定 79,711 △536,310

退職給付に係る調整額 △91,039 △79,634

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,658 △58,891

その他の包括利益合計 △15,498 △607,935

四半期包括利益 449,727 126,080

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 440,591 113,793

非支配株主に係る四半期包括利益 9,135 12,286

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

報告セグメント
その他事業
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

貨物自動車
運送事業

センター事業 アセット事業 計

営業収益

外部顧客への営業収益 19,434,523 11,521,694 13,060,789 44,017,008 5,038,358 49,055,367 － 49,055,367

セグメント間の内部収益

又は振替高
－ － 20,893 20,893 － 20,893 △20,893 －

計 19,434,523 11,521,694 13,081,683 44,037,901 5,038,358 49,076,260 △20,893 49,055,367

セグメント利益 1,483,233 562,631 700,092 2,745,957 741,816 3,487,773 △2,695,209 792,564

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１.　報告セグメントごとの営業収益および利益または損失の金額に関する情報

(注)１.「その他事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、報告セグメントに関連する事業

（引越移転事業、施工関連事業、輸出入貨物取扱事業、通関事業、港湾関連事業、労働者派遣事業、物品販売

業、総合リース業、旅客自動車運送事業等）であります。

２.セグメント利益の調整額△2,695,209千円は、セグメント間取引消去および各セグメントに配分していない全社費

用であります。全社費用は、主に各セグメントに帰属しない総務、人事、経理等管理部門に係る費用であります。

３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２.　報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

「アセット事業」セグメントの一部の事業拠点の事業用資産については収益性の低下により

投資額の回収が見込めなくなったため、事業用資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、当該減損損失の計上額

は、当第３四半期連結累計期間においては11,999千円であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他事業
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

貨物自動車
運送事業

センター事業 アセット事業 計

営業収益

外部顧客への営業収益 19,936,903 13,732,063 14,781,049 48,450,016 5,037,034 53,487,050 － 53,487,050

セグメント間の内部収益

又は振替高
－ － 19,408 19,408 － 19,408 △19,408 －

計 19,936,903 13,732,063 14,800,457 48,469,424 5,037,034 53,506,458 △19,408 53,487,050

セグメント利益 1,494,538 811,425 1,119,432 3,425,396 677,870 4,103,267 △2,761,024 1,342,243

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年12月31日）

１.　報告セグメントごとの営業収益および利益または損失の金額に関する情報

(注)１.「その他事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、報告セグメントに関連する事業

（引越移転事業、施工関連事業、輸出入貨物取扱事業、通関事業、港湾関連事業、労働者派遣事業、物品販売

業、総合リース業、旅客自動車運送事業等）であります。

２.セグメント利益の調整額△2,761,024千円は、セグメント間取引消去および各セグメントに配分していない全社費

用であります。全社費用は、主に各セグメントに帰属しない総務、人事、経理等管理部門に係る費用であります。

３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２.　報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

「センター事業」および「アセット事業」セグメントの一部の事業拠点の事業用資産につい

ては収益性の低下により投資額の回収が見込めなくなったため、事業用資産の帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、

当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては「センター事業」セグメン

ト65,001千円、「アセット事業」セグメント130,280千円であります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年12月31日）

減価償却費 1,777,721千円 1,847,570千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次

のとおりであります。
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